生活科学部20周年・生活科学会第50回記念大会によせて : 家政学部から生活科学部へ by 森田 潤司 & MORITA Junji






















































An Article on the 20th Anniversary of Seikatsukagaku-bu and
the 50th Annual Meeting of Doshisha-Seikatsukagaku-kai
──Change from the Faculty of Home Economics（Kaseigaku-bu）to the Faculty
of Human Life and Science（Seikatsukagaku-bu）──


















































































































































果，1982（昭和 57）年の教授会で 3月から 7月まで 9
回に渡り協議し，同年 7月 14日開催の教授会で「校地
問題を正常化するために田辺校地の本格的利用」を決定

























































（1986（昭和 61）年 12月 23日開催の教授会承認）。と
ころが，その後，「田辺校地利用小委員会（委員長 小
原弘之）の答申を踏まえて 1988（昭和 63）年には英文
学科 1, 2年次生のみが同時移転し，1990（昭和 65）年
から 3年次生，1991（昭和 66）年から 4年次生が移転
する。家政学部 1～4年次生は 2001（昭和 76）年まで今
出川校地を利用する」（同時移転と縦割り利用）ことと


























































同委員会が 1992（平成 4）年 12月 21日付で出した答申


















































































































































































組織であったが，1996年（平成 8）年 3月 31日に廃
止された。











































9）年 1月 29日）「平成 12年度以降の高等教育の将来構
想について」を受けた文部省方針が出たことから，期間
付き入学定員（臨時定員）を設定していた両学科では，
2004（平成 16）年 4月 1日から期間付き入学定員（臨
時定員）の恒常化が行われた。
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年表 1 生活科学部のあゆみおよび今出川校地施設の移り変わり9）47）108）
1975（明治 8）年11月29日 同志社英学校開設（社長新島 襄）
1876（明治 9）年10月24日 京都御苑内のディヴィス邸（旧柳原前光邸）で A. J. スタークウェーザーらが女子塾（京
都ホーム）を始める
1877（明治10）年 4月21日 京都御苑内のディヴィス邸（旧柳原前光邸）に同志社分校女紅場を開設（校長新島 襄）
9月21日 同志社女学校と改称
1878（明治11）年 9月16日 上京第 11区今出川通り（常磐井殿町二条家の地所）（現在のキャンパス）に校舎を新築・
移転し授業開始
1887（明治20）年 8月 同志社女学校本科の上に高等科を設置（予備科 3年，本科 4年，高等科 3年）
1892（明治26）年 6月 本科を普通科に，高等科を専門科（師範科，文学科，神学科を設置）に改める
1901（明治34）年 4月 同志社女学校予備科を廃し，普通科を高等普通科と改め，新たに専門科を設置（同年 3月
22日女学校学則改正承認）
1904（明治37）年 4月 課程を改正し同志社女学校専門科を高等科に改称し，文科（3年）・家政科（2年）を置く




1905（明治38）年 4月 同志社女学校高等科に家政科を設置9）47）105）108）。（注：先行書9）71）によると 1906（明治 39）年 8
月の同志社女学校規則では，高等学部文科（3年），家政科（3年）としている。）
1912（明治45）年 4月 専門学校令による同志社女学校専門学部（英文科と家政科）を設置（同年 2月 14日認可）47）
1913（大正 2）年 8月20日 ジェームズ館竣工
1915（大正 4）年12月 専門学部家政科教室家政館落成（注：ジェームズ夫人の寄贈）
1924（大正13）年 4月 1日 専門学部家政科卒業生には「家事」の「中学校教員無試験取扱校」に認定される
1927（昭和 2）年10月22日 専門学部家政館改築工事竣工（後の楽真館の場所）
1930（昭和 5）年 6月 3日 同志社女子学校専門学部を同志社女子専門学校と改称する件，文部省より認可（注：学制
改革により 1949（昭和 24）年 3月発展的に解消）
1932（昭和 7）年 2月11日 栄光館竣工式（ファウラー講堂。名称はデントンの知人 E. ファウラーに因む）




1949（昭和24）年 4月 1日 学制改革により，同志社女子専門学校を改組して，同志社女子大学を設置（学長・E. L. ヒ
バード）






1951（昭和26）年 9月 1日 厚生大臣から学芸学部食物学専攻を栄養士養成施設として指定，卒業生に対して栄養士無
試験検定の資格を厚生大臣より認可（同年 9月 1日指定）
1952（昭和27）年 4月 1日 学芸学部中の食物学専攻を家政学専攻と名称変更（同年 2月 20日変更承認）
1954（昭和29）年10月26日 学芸学部家政学専攻に教育職員免許授与認定（中学校，高等学校「家庭，保健」
1955（昭和30）年12月 8日 デントン館竣工・献堂式
1959（昭和34）年 4月 1日 学芸学部に 3専攻設置，収容定員変更
学芸学部 英文学専攻 入学定員 150名（旧 100名）
家政学専攻 入学定員 90名（旧 60名）
（同年 3月 20日変更承認）
1960（昭和35）年10月 1日 新心寮竣工（後に新心館と改称）（現在の新・新心館北側部分の場所）
1961（昭和36）年 4月 家政東館（木造モルタル塗り 2回建）竣工（現在の心和館の場所）
1962（昭和37）年 1月22日 体育館竣工。「純正館」と命名（現在の新・純正館の場所）
1963（昭和38）年 1月 3日 家政館が漏電のため全焼
1964（昭和39）年 4月 7日 新・家政館第一期工事竣工。楽真館と命名（1966（昭和 41）年 1月 10日第二期工事竣工）
（2016（平成 28）年新・楽真館建築のために取り壊し）
1965（昭和40）年 4月 1日 学芸学部学科増設並びに収容定員変更
学芸学部 英文学専攻（入学定員 150名）→英文学科（入学定員 250名）





家政学科食物栄養課程 80名を 100名に増員（同年 2月 26日変更承認）
1967（昭和42）年 3月 1日 同志社女子大学家政学会発会（注：1998（平成 10）年に同志社女子大学活科学会と改称）37）39）61）





1968（昭和43）年 2月 28日『同志社家政』創刊（家政学会発行）。（注：1998（平成 10）年第 32号より『同志社女子大学生
活科学』生活科学会発行と改称）
4月 1日 大学院家政学研究科食物学専攻（修士課程）設置。入学定員 8名（同年 3月 30日設置認可）
9月12日 『家政学だより』創刊（注：1973（昭和 48）年 13号で終刊）
1969（昭和44）年 4月 1日 家政学部食物学科に食物学専攻と管理栄養士専攻を設置
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1971（昭和46）年 3月 4日 新和館第 1期工事竣工。学生食堂をデントン館から移転
1973（昭和48）年 3月24日 家政学部食物学科管理栄養士課程に食品衛生管理者および食品衛生監視員養成施設指定認
可
1976（昭和51）年 4月 1日 家政学部収容定員変更（恒常定員増）
家政学部 家政学科 入学定員 60名（旧 50名）
食物学科 入学定員 120名（旧 100名）
食物学専攻 入学定員 60名（旧 40名）
管理栄養士専攻 入学定員 60名（変更なし）
（同年 2月 12日変更認可）
1977（昭和52）年 6月 『同志社女子大学家政学会通信』創刊（注：1999（平成 11）年より『同志社女子大学生活科学
会通信』と改称）
9月 6日 図書館竣工・献堂式
1978（昭和53）年 8月 新和館第 2期工事（増床工事）竣工。家政東館およびデントン館から研究室を移転
1983（昭和58）年 2月 1日 教授会 田辺校地利用委員会（沖中 靖委員長）答申（1-2年次の授業を田辺で行う。短
期大学部を設置する等）を了承
1987（昭和62）年 5月27日 教授会 田辺キャンパス利用に関する「縦割提案」を承認（当面の間，学芸学部と短期大
学部は田辺校地を利用，家政学部は今出川校地を利用する 1988年度から学芸学部のみ田辺
校地へ 1, 2年次同時移転する。）
1988（昭和63）年 4月 1日 家政学部家政学科および食物学科食物学専攻収容定員変更（期間付定員増 1988（昭和
63）年度～1996（平成 8）年度）
家政学部 家政学科 入学定員 80名（うち期間付定員 20名）
食物学科 入学定員 140名（うち期間付定員 20名）
食物学専攻 入学定員 80名（うち期間付定員 20名）
管理栄養士専攻 入学定員 60名（変更なし）
（1987（昭和 62）年 12月 23日変更認可）
1991（昭和66年）4月 1日 家政学部政学科および食物学科食物学専攻収容定員変更（期間付定員増 1991（平成 3）
年度～1999（平成 11）年度）認可
家政学部 家政学科 入学定員 100名（旧 80名）（うち期間付定員 40名）（20名増）
食物学科 入学定員 150名（旧 140名）（うち期間付定員 30名）（10名増）
食物学専攻 入学定員 90名（旧 80名）（うち期間付定員 30名）（10名増）
管理栄養士専攻 入学定員 60名（変更なし）
（1990（平成 2）年 12月 21日変更認可）
1995（平成 7）年 4月 1日 家政学部の学部学科名称を変更31）36）37）
家政学部を生活科学部に 入学定員 250名（うち 70名は期間付入学定員）
家政学科を人間生活学科に 入学定員 100名（うち期間付入学定員 40名）
食物学科を食物栄養科学科に 入学定員 150名（うち期間付入学定員 30名）






1996（平成 8）年 3月31日 自由学芸教育研究センター（旧一般教育）廃止，同センター所属教員のうち 4名が生活科
学部へ所属変更
1997（平成 9）年 3月18日 食物栄養科学科食物科学専攻に食品衛生管理者・食品衛生監視員養成施設指定認可
4月 1日 生活科学部人間生活学科および生活科学部食物栄養科学科食物 科学専攻期間付入学定員
延長（1997（平成 9）年度～1999（平成 11）年度）（注：1996（平成 8）年度で切れる人間生
活学科 期間付入学定員 20名，食物栄養科学科入学定員期間付入学定員 20名の延長）
生活科学部 人間生活学科 入学定員 100名（うち期間付入学定員 40名）
食物栄養科学科 入学定員 150名（うち期間付入学定員 30名）
食物科学専攻 入学定員 90名（うち期間付入学定員 30名）
管理栄養士専攻 入学定員 60名（期限付定員なし）
（1996（平成 8）年 12月 19日承認）
1998（平成10）年 4月 1日 食物栄養科学科食物科学専攻および管理栄養士専攻収容定員変更
生活科学部 食物栄養科学科 入学定員 150名（うち期間付入学定員 30名）
食物科学専攻 入学定員 70名（旧 40名）（うち期間付入学定員 30名）
管理栄養士専攻 入学定員 80名（旧 60名）（期限付入学定員なし）
（1997（平成 9）年 12月 19日変更承認）
4月 1日 今出川購買・食堂に同志社生協導入
1998（平成10）年 4月 1日 同志社女子大学家政学会から同志社女子大学生活科学会へ名称変更
学会誌『同志社家政』を『同志社女子大学生活科学』へ名称変更
1999（平成11）年 4月 1日 大学院家政学研究科食物学専攻を生活科学研究科食物栄養科学専攻に名称変更（1998（平
成 10）年 12月 21日変更承認）
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（同年 3月 27日認定）
2001（平成13）年 4月 1日 大学院生活科学研究科食物栄養科学専攻に食物栄養科学コースと臨床栄養学コースを設置
8月31日 ジェームズ館（1913（大正 2）年建築）の復元的修復工事終了・奉献式（栄光館とあわせ
て登録有形文化財となった）
2004（平成16）年 4月 1日 生活科学部収容定員の増加（注：1999（平成 11）年申請の期間を付した入学定員（臨時的定
員）延長計画にある 2004年度定員の恒常化）
生活科学部 人間生活学科 入学定員 80名（旧 60名）
食物栄養科学科 食物科学専攻 入学定員 50名（旧 40名）
管理栄養士専攻 入学定員 80名（変更なし）
（2003（平成 15）年 7月 24日 大学収容定員の増加に係る学則変更認可）
2004（平成16）年 4月 1日 食物科学専攻が「フードスペシャリスト養成機関」として認定
2005（平成17）年 4月 1日 教員の免許状授与の所要資格を得させるための大学の課程として認定
生活科学部食物栄養科学科管理栄養士専攻 栄養教諭一種免許状（同年 3月 30日認定）










年度 会長 家政学だより 学会通信 学会誌
学会大会
日時 講師
1967（昭和 42）別所 秀子 発会式（3月 1日）
第 1号（’68 2月 28 日）
50頁







1968（昭和 43）林 淳一 見本号
（9月12日）
第 2号（’69 2月 15 日）
52頁




















1971（昭和 46）唐澤 郁夫 6号（12月15日） 第 5号（’72 3月 1日）63
頁
第 5回（6月19日） 京都大学農学部教授 田中 正武
1972（昭和 47）小山 松治郞 第 6号（’73 3月 1日）77
頁
第 6回（6月17日） 京都新聞社計画部長 大野 明




























1978（昭和 53）玉置 日出夫 12号（6月 3日）No.2（6月）（はがき判） 第12号（ ’78 12月20日）
71頁
第12回（6月10日） 株式会社ワコール顧問 玉川 長一郎
No.3（11月）（B 5判－4頁）





No.5（11月）（B 5判－4頁） 第13号（ ’79 12月20日）
74頁








1981（昭和 56）木咲 弘 No.8（5月）（はがき判） 第15号（ ’81 12月20日）
60頁


































































































































年度 会長 家政学だより 学会通信 学会誌
学会大会
日時 講師








1986（昭和 61）沖中 靖 No.18（5月）（B 5判－4頁） 第20号（’89年 2月20日）
86頁




1987（昭和 62）沖中 靖 No.20（5月）（B 5判－4頁） 第21号（’88年 2月20日）
91頁




1988（昭和 63）木咲 弘 No.22（5月）（B 5判－4頁） 第22号（’89年 2月20日）
74頁

















1991（平成 3） 坂本 武人 No.28（6月）（B 5判－4頁） 第25号（’92年 2月20日）
84頁
第25回（6月29日） 埼玉大学教授 暉峻 淑子
No.29（11月）（B 5判－4頁）
1992（平成 4） 上野 瞭 No.30（6月）（B 5判－4頁） 第26号（’93年 2月20日）
68頁
第26回（7月 4日） 京都府府民相談室室長 岩城 由子
No.31（11月）（B 5判－4頁）

















1996（平成 8） 阿部 登茂子 No.37（6月）（B 5判－8頁） 第30号（’97年 2月20日）
131頁
第30回（6月29日） 本学嘱託講師 牧田 浩









1998（平成 10）西野 幸典 No.39（6月）（B 5判－8頁） 第32号（’99年 2月20日）
101頁（同志社女子大学
生活科学と名称変更）
第32回（10月 3日）弁護士 徳矢 典子








2000（平成 12）黒澤 祝子 No.41（6月）（B 5判－8頁） 第34号（’01年 2月20日）
63頁
第34回（6月28日） タレント 遙 洋子






































































「豊かさの中の女性論」 月桂冠株式会社（11月 9日） 手作りパンの講習会（10月 5日）日清製粉株式会社フラワー手作
り教室

































































































年度 会長 家政学だより 学会通信 学会誌
学会大会
日時 講師
2006（平成 18）村瀬 学 No.47（6月）（B 5判－8頁） 第40号（’07年 2月20日）
89頁
第40回（6月28日） 製作マザーランド
2007（平成 19）猿田 佳那子 No.48（6月）（B 5判－8頁） 第41号（’08年 2月20日）
58頁
第41回（6月 2日） 宮崎 吾朗
2008（平成 20）森田 潤司 No.49（6月）（B 5判－8頁） 第42号（’09年 2月20日）
43頁
第42回（6月25日） 日本熊森協会会長 森山 まり子
2009（平成 21）山田 恭正 No.50（6月）（B 5判－8頁） 第43号（’10年 2月20日）
100頁
第43回（6月 6日） 群馬大学教育学部教授 高橋 久仁子


























































































































「You are what you eat.－京都で育む受信
力－」
茶話会 昆沙門堂 勝林寺 座禅体験（11
月 5日）





























































































pp.3-10（10月 15日 本学楽真館 R 205）
瀬古一光：衣料消費の生活科学，pp.11-19（10月 1
日 本学楽真館 R 205）
小原弘之：菌食のすすめ－キノコ利用学入門－，
pp.21-27（10月 1日 本学楽真館 R 205）
岩崎良文：動脈硬化と食事について，pp.29-31（10
月 15日 本学楽真館 R 205）
大塚 肇：界面活性剤と食生活，pp.33-42（10月
25日 本学楽真館 R 205）
木咲 弘：「日本型食生活」における加工食品のあ













pp.25-28（10月 6日 本学楽真館 R 205）
馬杉一重：衣料障害の現状と対策，pp.29-34（10月
6日 本学楽真館 R 205）
森田潤司：バイオテクノロジーのことば概説，
pp.35-46（10月 13日 本学楽真館 R 205）
浅川具美：食用油脂のいたみ，pp.47-56（10月 13
日 本学楽真館 R 205）












（続），pp.1-6（10月 5日 本学楽真館 R 205）
坂本武人：家計診断の必要性と方法，pp.7-15（10
月 5日 本学楽真館 R 205）
清水久美子：女房の晴装束（十二単）について，
pp.17-34（10月 12日 本学楽真館 R 205）
沖中 靖：話題のビタミン ACE,pp.35-43（10月 12
日 本学楽真館 R 205）
深田尚彦：描画講堂の心理学的研究，pp.45-61（10
月 19日 本学楽真館 R 205）
岩崎良文：消化器疾患と栄養，pp.63-69（10月 19
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